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知財と経営に関する企業関係者へのアンケート調査結果
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出典：経営に資する知財マネジメントの実態に関する調査研究報告書（2020年）



知財部門と経営層との対話ができている企業の特徴
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経営層が 企業や事業の成長戦
略との関係で、知的財産の役割や
事業への貢献について理解してい
る

知財部門が 経営層の思い描
く企業や事業の将来像（To be）を、
現状（As is）との対比において理
解し、適切なタイミングで経営層
に情報提供している

出典：企業価値向上に資する知的財産活用事例集 （2022年）

https://www.jpo.go.jp/support/example/chizai_senryaku_2022.html（2022年5月公表）



企業価値向上に資する知的財産活用事例集

20事例を掲載
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出典：企業価値向上に資する知的財産活用事例集 （2022年）

ヒアリング調査に基づく



エグゼクティブサマリーの概念図
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出典：企業価値向上に資する知的財産活用事例集 （2022年）



【事例１４】株式会社ブリヂストン
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出典：企業価値向上に資する知的財産活用事例集 （2022年）

[Step1] （遠回りであるが）まずは、IP
ランドスケープを活用して、知財部門が
事業部門との連携を深める

[Step2] 事業部門が経営層に事業戦略
を説明する際に、IPランドスケープが使わ
れ始める

[Step3] 経営層がIPランドスケープを
理解し始める

[Step4] 知財部門が経営層に直接的に
IPランドスケープに基づいた提案をタイム
リーに提供する

[Step5] 定例開催される経営会議で社長
自らIPランドスケープに基づいて説明する
ようになる



【事例１９】横河電機 株式会社
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出典：企業価値向上に資する知的財産活用事例集 （2022年）
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知財部門

デザイン部門

・全社経営企画／中長計立案／M&A戦略
•新規事業開発
•知財戦略
• UX（ユーザーエクス
ペリエンス）デザイ
ン

・R&D／オープンイノベーション

・バイオロジーResearch

・デジタル・マーケティング／マーケッ
ト・コミュニケーション（広報＆広告）／
ブランディング

・ガバメント・アフェア／国際標準化戦略

・市場調査／競合分析

・技術開発（HW&SW）

•知財部門がマーケティング本部内に所属

•知財部門がマーケット動向や経営戦略に触れなが
ら知財戦略を検討

•マーケット情報、技術動向やビジネスの予測につ
いて議論、調査しながらIPランドスケープを実施

•マーケティング本部長が、関係部門間の連携を意
識し、意思決定

※Ｃはセンターの略。



委員会メンバー
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企業価値向上に資する知財経営の普及啓発に関する調査研究
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調査対象企業において、経営層と知財部門を含む企業内チームとの十分な意思疎通・
連携のもと、中長期的な事業成長に資する知財戦略を知財情報を活用しつつ策定・実
践することを通じ、知財経営を企業に浸透させるために必要な事項を調査研究。

経営層（幹部候補者）向け現地調査の実施

経営層 等

経営

コンサルタント

知財部門

●「As is」におけ

る知財の果たす役

割の認識

●「To be」及び

「To be」におけ

る知財の果たす役

割の構想

●「As is」から

「To be」への移

行のための知財戦

略の策定

●知財経営の在り方に関する提言

●知財経営リテラシーに関するチェック

リスト

●仮想事例集、ケーススタディ集 など

経営層による座談会の実施

●現地調査の経験や成果について経営層
どうしで共有
●知財経営の在り方等について議論

知財情報分析

アドバイザー

知財

コンサルタント

報告書の作成

派遣チーム 調査対象企業

事業部門
経営企画

部門

●知財情報ツール

活用及び分析の支援

企業内チーム

●十分な意思疎通・連携

●経営デザインシート等を

活用した知財と価値創造メ

カニズムとの関係の認識

●知財情報による裏付け

オプション派遣


